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22014 年 10 月号

議会議
会
活
動
状
況

9
月

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て

〜
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
〜

　

９
月
21
日
（
日
）
か
ら
30
日
（
火
）
に
か
け
て

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
行
わ
れ
、
当
村
に
お

い
て
も
交
通
対
策
協
議
会
、
交
通
安
全
協
会
及
び

交
通
安
全
母
の
会
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
運
動

を
展
開
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
は
終
了
し
ま
し

た
が
、
こ
の
期
間
中
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
機
会

に
黒
滝
村
に
お
け
る
交
通
事
故
を
な
く
す
と
共

に
、
交
通
マ
ナ
ー
の
よ
り
一
層
の
向
上
を
目
指
し

て
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

９
月
18
日
（
木
）、橿
原
市
か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
西
浦
善
明
氏
（
御
吉
野
）、
辰
巳

昇
司
氏
（
粟
飯
谷
）
が
、
交
通
事
故
の
防
止
と
交

通
秩
序
の
確
立
に
貢
献
し
た
功
績
を
認
め
ら
れ
、

交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銅
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１
日　

紀
伊
半
島
大
水
害

　
　
　
　

復
旧
・
復
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

６
日　

全
国
源
流
サ
ミ
ッ
ト

９
日　

第
４
回
議
会
定
例
会
開
会

　
　
　
　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

11
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会　
　
　

19
日　

第
４
回
議
会
定
例
会
再
開

20
日　

黒
滝
や
ま
な
み
運
動
会

24
日　

月
例
出
納
監
査

25
日　

区
長
会

　
　
　

郡
町
村
議
会
議
長
会
役
員
会

交
通
栄
誉
賞

　
「
緑
十
字
銅
章
」
受
章

の話題村
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キレイな村に！キレイな村に！
　

８
月
31
日
（
日
）、
村
商
工

会
青
年
部
（
部
長　

山
本
敏
弘

氏
）が
、村
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
清
掃
、
ま
た
黒
滝
・
森
物
語

村
周
辺
の
河
川
等
で
、
ク
リ
ー

ン
運
動
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

夏
休
み
の
観
光
客
の
落
し
物

（
ゴ
ミ
）
が
黒
滝
村
に
も
た
く

さ
ん
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
『
自
分
が
出
し
た
ゴ
ミ
は
自

分
で
持
っ
て
帰
る
！
』
皆
さ
ん

も
マ
ナ
ー
は
守
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

カーブミラー清掃・クリーン運動

　

９
月
20
日
（
土
）、
健
民
運
動

場
で
第
６
回
黒
滝
や
ま
な
み
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
園
園
児
・
小
学
校
児

童
・
中
学
校
生
徒
の
み
な
さ
ん

は
、
た
く
さ
ん
の
声
援
を
受
け

て
競
技
・
演
技
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
最
後
ま
で
点
差
が
ほ

と
ん
ど
無
く
、
最
後
の
リ
レ
ー

で
決
着
が
つ
く
と
い
う
緊
迫
し

た
展
開
で
し
た
が
、
こ
ど
も
園
の
園
児
が
そ
ん
な
雰
囲

気
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
頑
張
る
姿
勢
や
、
微
笑
ま
し
い
多
世
代
交

流
の
場
面
を
み
て
、
健
や
か
な
成
長
が
感
じ
ら
れ
た
一

日
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第 6 回第 6 回
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会計名

一般会計

特別会計

国民健康保険
事業勘定

国民健康保険
診療施設勘定

介護保険

後期高齢者医療

簡易水道事業

下水道事業 54,293,318
(40,400,000)

43,170,306
(30,300,000)

15,021,184
(6,900,514)

181,771,497
(26,239,628)

127,388,422
(5,386,063)

歳　入
（一般会計からの繰入金）

1,529,488,528

歳　入

歳　出

1,426,631,651

歳　出

107,277,004

  86,645,494

181,684,142

15,021,184

43,149,786

54,172,302

102,856,877

差引額

20,111,418

1,463,805

       87,355

  　　  0

 　20,520

   121,016

差引額

平成２５年度
決算報告

一般会計・歳入
1,529,488,528 円

（単位：円）

 88,109,299
(10,568,000)

地方交付税　57.42％
878,167,000 円

国庫支出金　18.18％
　278,044,294 円

村債　7.17％
109,600,000 円

繰越金　4.93％
75,463,274 円

村税　4.74％
72,429,890 円

県支出金　3.12％
47,743,341 円 地方譲与税　0.82％

12,563,000 円

その他　0.92％
14,082,248 円

諸収入　1.20％
18,424,746 円

地方消費税交付金　0.50％
7,577,000 円

使用料及び手数料　0.43％
6,640,205 円

分担金及び負担金　0.57％
8,746,530 円
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平成２５年度
決算報告

財政調整基金　　　７０９，９２９千円
減債基金　　　　　　　１，２００千円
ふるさと創生基金　１０７，８２０千円
修学修業基金　　　　　８，３５０千円
智光基金　　　　　　　５，０００千円
中央公民館基金　　　　２，５２０千円
地域振興基金　　　　７３，４３２千円
国民健康保険高額医療貸付基金
　　　　　　　　　　　１，０００千円
国民健康保険財政調整基金
　　　　　　　　　　２３，４９８千円
土地開発基金　　　　１１，９７３千円

農業災害補償基金　　　１，５２２千円
中山間ふるさと水と土保全基金
　　　　　　　　　　　６，０９０千円
山林造成基金　　　　２３，７７０千円
林業後継者育成基金　１６，８１０千円
村営住宅基金　　　　７２，９０８千円
　　　　　　　　　　１５，６２７千円
林業振興基金　　　　　４，９６２千円
ふるさと応援基金　　１６，２５９千円
診療所施設減損積立金　　  ８４０千円

合  計　　　　   １，１０３，５１０千円

◆基金（貯金）

◆村債（全会計借入金）

　前年度末未償還元金　　平成２５年度借入額　　平成２５年度償還元金　　平成２５年度末未償還元金

１，２６６，９０９千円　　  　１１３，４００千円　　　１８５，２４５千円　　　 １，１９５，０６４千円

　前年度末未償還元金　　平成２５年度借入額　　平成２５年度償還元金　　平成２５年度末未償還元金

　　  

　前年度末未償還元金　　平成２５年度借入額　　平成２５年度償還元金　　平成２５年度末未償還元金

　　　１８５，２４５

　前年度末未償還元金　　平成２５年度借入額　　平成２５年度償還元金　　平成２５年度末未償還元金

千円　　　 １，１９５，０６４千円

一般会計・歳出
1,426,631,651 円

介護保険財政調整基金

民生費　12.35％
176,180,240 円

農林水産業費　6.99％
99,732,754 円

土木費　5.31％
75,689,421 円

消防費　3.92％
56,010,793 円

議会費　2.54％
36,287,922 円

商工費　1.95％
27,752,037 円

労働費　0.16％
2,338,200 円

災害復旧費　20.24％
288,734,280 円

　教育費　11.03％
157,305,300 円

衛生費　9.37％
133,813,750 円

公債費　11.66％
166,279,936 円

総務費　14.48％
206,507,018 円
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平
成
25
年
度
の
黒
滝
村
の
決
算
が
ま
と

ま
り
、
9
月
９
日
か
ら
開
か
れ
た
平
成
26

年
第
４
回
黒
滝
村
議
会
定
例
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

決
算
と
は
、
村
が
1
年
間
に
使
っ
た
金

額
と
財
源
と
し
て
入
っ
た
金
額
を
ま
と
め

た
も
の
で
、
み
な
さ
ん
の
納
め
て
い
た
だ

い
た
大
切
な
税
金
を
村
が
ど
の
よ
う
に

使
っ
た
か
の
実
績
報
告
と
も
い
え
ま
す
。

◆
一
般
会
計
◆

　

村
の
会
計
は
い
く
つ
か
に
分
か
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
平
成
25
年

度
の
一
般
会
計
の
歳
入
の
総
額
は
、

１
５
億
２
９
４
８
万
８
５
２
８
円
、
歳
出

の
総
額
は
、１
４
億
２
６
６
３
万
１
６
５
１

円
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と

１
億
２
８
５
万
６
８
７
７
円
で
、
翌

年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を

４
２
７
９
万
７
０
０
０
円
と
し
、
実
質
収

支
額
は
、
６
０
０
５
万
９
８
７
７
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

　　村民１人当たりが納めた村税は…
　　　１人当たり　　　  ８７，１６０円 　（１世帯当り　　　１８５，２４３円）

　　
　　村民１人当たりに使われたお金は…
　　　１人当たり　１，７１６，７６５円　（１世帯当り　  ３，６４８，６７４円）

《ともに平成２６年３月末人口 831 人、世帯数 391 世帯で算出》

議会費
　43,668 円

議会の活動・運営に
使われました。

総務費
248,504 円

事務・管理・企画・
選挙などに使われま
した。

民生費
212,010 円

社会福祉・児童福祉・
老人福祉などに使わ
れました。

衛生費
161,027 円

保健衛生事業・環境
衛生事業などに使わ
れました。

労働費
2,814 円

労働者の退職金など
の補助に使われまし
た。

農林水産業費
120,015 円

農業・林業・水産業
の振興対策に使われ
ました。

商工費
33,396 円

商工業の発展と観光
振興などに使われま
した。

土木費
91,082 円

道路・河川・住宅な
どの建設や管理など
に使われました。

消防費
67,402 円

消火活動・災害・消
防組合などの救急活
動に使われました。

教育費
189,296 円

学校教育・社会教育・
保健体育活動などに
使われました。

災害復旧費
347,454 円

災害の復旧に使われ
ました。

公債費
200,096 円

事業を行った時の借
入金の元金と利子の
償還金です。

▼１人当たりの内訳は…▼

平成２５年度決算報告

字
と
な
り
ま
し
た
。
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地方公共団体の財政の健全化に関する法律の定めにより、健全化判断比率の公表を行います。
いずれの比率も基準を超えることなく、健全であるといえます。

●
健
全
化
判
断
比
率
の
公
表

　

地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
次

の
健
全
化
判
断
比
率
を
監
査
委
員
の

審
査
後
、
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
の
赤
字
額
を
村
税
等
の

財
源
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化

し
、
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
し

ま
す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
の
実
質
赤
字
等
を
村
税

等
の
財
源
の
規
模
と
比
較
し
て
指

標
化
し
、
村
全
体
と
し
て
の
運
営

の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
の
返
済
額
及
び
こ
れ
に

準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化

し
、
資
金
繰
り
の
危
険
度
を
示
し

ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

　

借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く

可
能
性
の
あ
る
負
担
等
の
現
時
点

で
の
残
高
の
程
度
を
指
標
化
し
、

将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が

高
い
か
ど
う
か
を
示
し
ま
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
料

金
収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標

化
し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示

し
ま
す
。

◆
早
期
健
全
化
基
準

　

比
率
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
早

期
健
全
化
基
準
以
上
の
場
合
に

は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め
、

議
会
の
議
決
を
経
て
、
速
や
か
に

公
表
す
る
と
と
も
に
、総
務
大
臣
・

県
知
事
へ
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
度
、
計
画
の
実
施
状
況
を
議

会
に
報
告
し
、
公
表
し
ま
す
。

　

計
画
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、

財
政
の
早
期
健
全
化
が
著
し
く
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
総
務
大
臣
又
は
県
知
事
よ
り

必
要
な
勧
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
財
政
再
生
基
準

　

比
率
の
う
ち
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
が
財
政
再
生
基
準
以
上
の

場
合
に
は
、
財
政
再
生
計
画
を
定

め
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、
速
や

か
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
総
務

大
臣
に
協
議
し
、
同
意
を
求
め
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
度
、
計
画
の
実

施
状
況
を
議
会
に
報
告
し
、
公
表

し
ま
す
。

　

計
画
に
総
務
大
臣
の
同
意
を
得

て
い
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
災
害

復
旧
事
業
を
除
き
地
方
債
の
借
入

が
で
き
ま
せ
ん
。

　 年度別  　　  標準財政規模　　 実質赤字比率　　連結実質　　実　　　質　　将来負担比率　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　赤字比率　　公債費比率

 平成２５年度　   822,936 千円　　　     -7.29　　　　  -9.94　　       8.2　　　  　-14.4 　　　　　　　　　　　　　　　　   （黒字）　　　　（黒字）

平成２４年度　　857,206 千円　　　     -8.43　　　　-9.87　　          9.2　　　  　 -43.0 　　　　　　　　　　　　　　　　   （黒字）　　　　（黒字）

早 期 健 全 化 基 準

  財 政 再 生 基 準
15.00　　　 　20.00　　　　25.0　　　　 350.0

20.00　　　 　40.00　　　　35.0

連結実質　　実　　　質
赤字比率　　公債費比率

  

　　          9.2　　　  　 -43.0

40.00　　　

8.2　　　  

　　          9.2　　　  　 -43.0

25.0　　　　 350.0

　 年度別  　　  標準財政規模　　 実質赤字比率　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　

 （黒字）　　　　（黒字）

-8.43　　　　-9.87
 　　　　　　　　　　　　　　　　   （黒字）　　　　（黒字）

　 　

　 　

　 年度別  　　  標準財政規模　　 実質赤字比率　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　

　　  

　　857,206 千円　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　   （黒字）　　　　（黒字）　　857,206 千円　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　   （黒字）　　　　（黒字）　　857,206 千円　　　     

　 年度別  　　  標準財政規模　　 実質赤字比率　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　

　   822,936 千円　 　　　　　　　　　　　　　　　

　　857,206 千円　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　   （黒字）　　　　（黒字）　　857,206 千円　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　   （黒字）　　　　（黒字）　　857,206 千円　　　     

（単位：％）

　　年度別　　　　　　会計名　　　　 資金不足　　　　　　　　　　　　　　　　　　 比　　率

平成２５年度
　　簡易水道事業会計

　　　　　　　　下水道事業会計

平成２４年度
　　簡易水道事業会計

　　　　　　　　下水道事業会計

経 営 健 全 化 基 準 　　　　　  20.0

　　年度別　　　　　　会計名　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　簡易水道事業会計

　　　　　　　　下水道事業会計

　　簡易水道事業会計

　　　　　　　　下水道事業会計

　　年度別　　　　　　会計名　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

経 営 健 全 化 基 準 　　　　　  20.0

◆公営企業会計の資金不足比率 （単位：％）

平成 2５年度黒滝村財政健全化判断比率の概要

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

　
　健
全
化
に
関
す
る
法
律
の

　
　
　
　概
要
及
び
用
語
の
説
明
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９
月
１
日
（
月
）
中
央
公
民
館

で
献
血
が
行
わ
れ
、
51
名
の
方
々

が
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、

血
液
を
必
要
と
す
る
多
く
の
方
々

に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力

　あ
り
が
と
う

　ご
ざ
い
ま
し
た
!!

す
く
す
く
相
談

◆
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
日
時　

10
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
半

◆
内
容　

ふ
れ
あ
い
遊
び

　
　
　

〜
吉
野
学
園
の
方
た
ち
と
〜

◆
場
所　

黒
滝
こ
ど
も
園

◆
お
問
合
せ
先　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
６
２
‐
２
８
５
０

ひ
な
っ
こ
き
っ
ず

◆
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
日
時　

10
月
７
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
10
分
〜
午
後
1
時
半

◆
内
容　

身
体
測
定
、
育
児
相
談

◆
場
所　

診
療
所

◆
持
参
品　

母
子
健
康
手
帳

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

　

眠
れ
な
い
、
食
欲
が
な
い
、
ス
ト
レ

ス
が
あ
る
、
疲
れ
や
す
い
、
や
る
気
が

な
い
、
職
場
で
う
ま
く
い
か
な
い
、
飲

酒
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
な
ど
の
ご
相

談
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
心
配
な
こ
と

や
不
安
な
こ
と
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

ご
本
人
が
来
所
で
き
な
い
場
合
は
、

ご
家
族
な
ど
身
近
な
方
の
ご
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

◆
対
象

　

悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い

　

る
村
内
在
住
者

◆
日
時　

10
月
21
日
（
火
）

　
　

午
後
１
時
10
分
〜
午
後
１
時
50
分

◆
締
切　

10
月
10
日
（
金
）　

◆
内
容　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談

◆
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
児
童
室

　

※
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
調
整
の
上
、

　

訪
問
も
可
能
で
す
の
で
ご
相
談
く
だ

　

さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

健 　 康 　 づ 　 く 　 り 　 情 　 報
　

今
年
も
奈
良
県
立
五
條
病
院
へ

き
地
支
援
部
協
力
に
よ
る
「
へ
き

地
巡
回
診
療
」
を
行
い
ま
す
。

　

眼
科
・
耳
鼻
科
の
専
門
医
に
よ

る
診
療
で
、
料
金
は
無
料
で
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
送
迎
が
必
要
な
方
は
あ

わ
せ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
定
員　

25
名

◆
日
時　

11
月
1
日
（
土
）

◆
受
付　

　
　

午
前
９
時
半
〜
午
後
10
時
半

◆
診
察
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

へ
き
地
巡
回
診
療

　（眼
科
・
耳
鼻
科
）

こ
こ
ろ
の
相
談
会

◆
締
切　

10
月
20
日
（
月
）　

◆
内
容　

眼
科
・
耳
鼻
科

◆
場
所

　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

　

全
５
回
の
予
定
で
開
催
し
て
き
ま
し

た
「
親
子
体
操
教
室
」
の
最
終
回
が
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
は
、
こ
ど
も
園
に
場
所
を

移
し
、「
ヨ
ガ
教
室
」
を
実
施
予
定
で
す
。

　

詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
参
加
下
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

第
５
回　

親
子
体
操
教
室
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平
成
27
年
度
か
ら

　
　
　
　
　軽
自
動
車
税
の
税
率
変
更

●
軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
26
年
度
の
地
方
税
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
平
成
27
年
４
月
１
日

か
ら
軽
自
動
車
税
が
変
わ
り
ま
す
。

①
原
付
バ
イ
ク
や
農
耕
用
車
両
な
ど

の
税
額
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
第
1

表
の
よ
う
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

②
軽
自
動
車
な
ど
の
税
額
は
、

平
成
27
年
4
月
１
日
以
降
に

取
得
し
た
新
車
（
新
規
検
査

を
受
け
る
車
）
が
対
象
（
第

２
表
）。

　

軽
自
動
車
税
は
、
購
入
し

た
翌
年
度
（
平
成
28
年
度
）

か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

●
重
課
税
率
が
適
用
さ
れ
ま

す
　

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑

制
し
、
グ
リ
ー
ン
化
を
進
め

る
た
め
、
最
初
の
新
規
検
査

年
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
軽

自
動
車
は
、
平
成
28
年
度
以

降
、
下
記
の
と
お
り
重
課
税

率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。（
第
２

表
）

　

平
成
27
年
3
月
ま
で
に
新
規
登

録
し
た
軽
自
動
車
は
、
新
規
検
査

か
ら
13
年
を
経
過
す
る
ま
で
は
、

現
行
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

新
築
・
増
改
築
家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
固
定
資
産
税
の
評
価
を
行
う
た
め
、
新
築
家
屋
や
増
改
築
さ
れ

た
家
屋
を
対
象
に
、
役
場
職
員
が
調
査
に
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
で
そ
う
い
っ
た
家
屋
の
調
査
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
申
し
出
く
だ
さ
る
と
共
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
取
壊
し
し
た
家
屋
が
あ
る
場
合
も
お
申
し
出
下
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

　住
民
生
活
課

平
成
27
年
度
か
ら

　
　
　
　
　軽
自
動
車
税
の
税
率
変
更

収集・持込できないごみの種類

建築廃材(産業廃
棄物に限る)

木材類・瓦・ブロック・レンガ・土砂・コンクリート・石膏ボードなど

営業用機材・器具 コピー機・業務用ミシン・塗料缶・シンナー缶など

農機具 耕運機・田植え機など

自動車・単車 自動車・単車・電動車・タイヤ・ホイル・バッテリー・自動車部品など

医療廃棄物 注射針・注射筒・輸液点滴セット・アンプルなど

爆発・引火・危険性
のあるもの

ガソリン・ベンジン・シンナー・廃油・塗料・石油類・農薬・劇薬など

神仏具 仏壇・仏具・神棚・位牌など

ガスボンベ・消火器・中身の入った缶類やペンキ類・ソーラーや大型温

水器・ピアノ・浴槽や風呂釜・耐火金庫・パチンコやゲーム機・介護用

電動ベット・自動販売機・業務用冷蔵庫・焼却灰

これらのごみについては、村では収集も処理もできません。

販売店や専門業者へご相談ください。　　　　　　黒滝村住民生活課

処理困難物

収集・持込できないごみのお知らせ

第１表　　原付、計二輪、小型二輪、小型特殊自動車

車　　種

4,700円

１２５ｃｃ超２５０ｃｃ以下

2,000円

2,000円

2,400円

3,700円

3,600円

6,000円

2,400円

5,900円その他

現行 改正後

1,000円

1,200円

1,600円

2,500円

2,400円

4,000円

1,600円

５０ｃｃ超　９０ｃｃ以下

９０ｃｃ超１２５ｃｃ以下

ミニカー

２５０ｃｃ超

農耕作業用

原付

軽二輪

小型二輪

小型特殊

５０ｃｃ以下

第２表　軽自動車など

現行 改正後

3,100円 3,900円

自家用 7,200円 10,800円

営業用 5,500円 6,900円

自家用 4,000円 5,000円

営業用 3,000円 3,800円

12,900円

8,200円

6,000円

4,500円

三　輪

四輪以

上

軽

自

動

車

車種
課税標準

乗用

貨物

重課税率

4,600円



税 等 の 納 期
10 月 31 日（金）

住民税　　　　  　 第 3期
国民健康保険税   　第 4期
介護保険料　　   　第 4期
後期高齢者医療保険料       第 4期
忘れずに納付しましょう！

　

本
年
８
月
の
集
中
豪
雨
に
お
い
て
、

広
島
市
で
は
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
３
年
前
の
紀
伊

半
島
大
水
害
で
は
、
黒
滝
村
で
も
深
層

崩
壊
を
含
む
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備

え
、
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

皆
さ
ま
の
お
住
ま
い
の
地
区
が
土
砂

災
害
の
危
険
な
箇
所
か
、
広
報
折
込

の
「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
で
、

今
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
土

砂
災
害
危
険
箇
所
等
の
不
明
な
点
は
、

役
場
総
務
課

へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

な
ん
ゆ
う
祭
２
０
１
４

　

大
切
な
契
約
や
遺
言
は
公
証
役
場
で

「
遺
言
と
任
意
後
見
で
老
後
の
安
心
設

計
を
」

◆
日
時

　

毎
週
月
〜
金
曜
日

　
（
祝
休
日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
〜

　

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
半

◆
場
所　

　

奈
良
合
同
公
証
役
場

　

☎
０
７
４
２
‐
２
２
‐
２
９
６
６

　

高
田
公
証
役
場

　

☎
０
７
４
５
‐
２
２
‐
７
１
６
６

10
月
１
日
〜
７
日
は

　
　
　「公
証
週
間
」

　

大
切
な
不
動
産
の
こ
と
で
疑
問
や
知

り
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

不
動
産
評
価
の
専
門
家
で
あ
る
不
動

産
鑑
定
士
と
不
動
産
税
務
に
精
通
し
た

税
理
士
が
一
日
限
り
、
無
料
で
ご
相
談

に
お
応
え
い
た
し
ま
す
。

　

ご
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
受
付
順

で
あ
る
た
め
、
ご
予
約
の
必
要
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

◆
日
時　

10
月
4
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
　
　
　

受
付
は
午
後
2
時
半
ま
で

◆
場
所　

大
淀
会
場

　
　
　
　
　

大
淀
町
文
化
会
館

　
　

吉
野
郡
大
淀
町
桧
垣
本
２
０
９
０

◆
お
問
合
せ
先

　
　
　

奈
良
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　

☎
０
７
４
２
‐
３
５
‐
６
９
６
４

不
動
産
無
料
相
談
会
の

お
知
ら
せ

◆
日
時　

10
月
４
日（
土
）(

前
夜
祭)

　
　
　
　
　

午
後
５
時
〜
午
後
７
時
半

　
　
　
　
　
　

５
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所　

五
條
市
大
川
橋
河
川
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
（
メ
イ
ン
会
場
）

※
Ｊ
Ｒ
五
条
駅
と
近
鉄
福
神
駅
か
ら
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
あ
り

●
４
日
（
土
）
前
夜
祭

　

秋
の
夕
べ
に
心
地
よ
い
風
に
ふ
か
れ

な
が
ら
、
フ
ォ
ー
ク
、
オ
ー
ル
デ
ィ
ー

ズ
、
ジ
ャ
ズ
な
ど
の
ラ
イ
ブ
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

●
５
日
（
日
）

・
南
部
東
部
地
域
物
産
展

　

県
南
部
地
域
と
東
部
地
域
の
う
ま
い

も
の
や
特
産
品
が
一
堂
に
集
ま
り
ま

す
。

・
ス
テ
ー
ジ

　

ご
当
地
キ
ャ
ラ
大
集
合
や
地
元
小
中

学
生
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
が
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
体
験
、
見
学
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
詳
し

く
は
下
記
の
お
問
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

　

南
部
東
部
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
開
催

協
議
会
事
務
局
（
県
南
部
東
部
振
興
課
）

　

☎ 

０
７
４
２
‐
２
７
‐
１
５
１
５

H
P w
w
w
.pref.nara.jp/33417.htm
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毎月１１日は
【人権を確かめあう日】　
　　　　　　　　　です
　人権とは、人間が幸せに生き
ていく権利です。
　すべての人間が生まれながら
に持っている基本的な権利です。

黒滝村人権・同和問題啓発活動推進本部

　中央公民館図書コーナーには約 5,300 冊の本があります。
　あなたの探している本もあるかもしれませんので、どしどしご利用
ください。
■ 貸し出し日　　月～金曜日（祝日は休み）
■ 貸し出し期間　２週間
　※ただし、それ以上になる場合は教育委員会へ、連絡してください。
■ 今月のおすすめ

図
書 室 だ よ り

（読 み 物）　はなちゃんのみそ汁 
／ 安武　信吾・千恵・はな

　小学 3年生のはなちゃんは毎朝みそ汁をつく
る。5歳の誕生日からの日課だ。「食べることは
生きること。一人でも生きられる力を身につけ
て」と、33歳で亡くなった母・千恵さんと約束
したから―。20代で乳がん、結婚・出産をへて
肺に転移という過酷な運命のなか、千恵さんが
明るい博多弁で綴った人気ブログ「早寝早起き玄米生活」。さらに、
夫の信吾さんが、余命を覚悟した千恵さんが娘にのこした食とし
つけ、はなちゃんと２人家族になった現在までを描く。

（小　　説）　忘れられぬ死 ／ アガサ・クリスティー
（小　　説）　大阪ミステリー傑作選 ／ 黒岩　重吾　他
（絵　　本）　うみのそこのてんし ／ 松宮　敬治
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　森林には、林産物の供給、災害の防止、自然環境の保全、水源のかん

養等の多面的機能があります。しかし、近年、木材利用量が減少すると

ともに、手入れが行き届かずに放置される森林が増え、森林の持つ様々

な機能が損なわれつつある状況です。

　このために、奈良県では、県内の森林の状況や県産木材の魅力、それ

を利用する意義などについて広く知っていただくため、今年度より、毎

年 10月を「奈良の木づかい運動推進月間」と定め、県、市町村や関連団

体などとの連携のもと、ＰＲ活動を県内全域で展開します。
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村の施設の電話番号
市外局番（0747）

役　場　　　　　   62-2031
　　IP 電話【050-5000-6200
　　　　　　　　　   ～ 6203】
防災無線電話音声対応サービス
（専用ダイヤル）　   62-9010
教育委員会　　　   62-2314
　　IP 電話【050-5004-6128】
診 療 所　　　　　 62-2747
　　IP 電話【050-5000-6129】
歯科診療所　　　   62-2621
デイサービスセンター
（社会福祉協議会）   62-2850  

IP 電話【050-5000-6127】
こもれびホール　   62-2280
黒滝駐在所　　　   62-2034
　観光施設に関することは、
観光施設指定管理者
（株）黒滝森物語村 62-2770

IP 電話【050-5005-1865】

人口・世帯数
（9月１日現在）

　　男　　３８０　人　　（－１）
　　女　　４３４　人　　（－３）
　　計　　８１４　人　　（－４）
　世帯　　３８３　世帯　（－２）

くろたきテレビ
11ch で放映中

11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載しています
ので、ぜひご視聴ください。

困ったら 一人で悩まず 行政相談
行政相談所を開催します

　10月 20日（月）から26日（日）までは行政相談週間です。
登記、道路、郵便、年金、保険など、国の仕事について、わ
からないこと、困っていることがありましたら、行政相談委
員が開催する行政相談所でお気軽にお尋ねください。相談は
無料で、秘密は厳守します。
＜行政相談委員が開催する行政相談所＞
●日時　10月 17日（金）午後1時 ～ 午後 5時
●場所　黒滝村役場　２階　委員会室
●相談のお相手　行政相談委員  徳田 初 氏（TEL：62-2555）
●お問合せ先　役場総務課　☎62-2031（代）
＜登記・税金・年金など　行政なんでも相談所＞　
行政なんでも相談　法律相談併設！！
●日時　10月 14日（火）午前10時半～午後３時半
　　※ただし、法律相談の受付は終了時刻の30分前まで
●場所　イオンモール橿原 １階 サンシャインコート

（橿原市曲川町７丁目20－１）
●相談内容　司法書士、税理士、社会保険労務士、弁護士な
　どの各分野の専門家が、登記や税金、年金などに関する
　相談のほか、相続などの身近な法律問題の相談に対応し
　ます。相談は無料で秘密厳守、予約はいりません。
●お問合せ先　奈良行政評価事務所　☎0742-24-0300

善意銀行 （９月２０日受理分まで）

皆さまの善意に対して心から感謝申し上げます。

亀井　トシヱ　様（中戸）亡夫 正三さん満中陰粗供養として 10 万円


	空白ページ

